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1.はじめに

我が国のコナラ二次林は,1960年代までは主に薪炭林 ･農用林として,その後は椎茸原木林

として利用されてきた｡コナラ二次林の多くは,20-30年周期の伐採や毎年の下草刈り,落葉

採取などの林分管理の下で維持されてきた代償植生である (山中,1979;大日本山林会,1981;

福嶋,2005)｡下草刈りや落葉採取が毎年おこなわれたコナラ二次林内に.Ci,多様な林床植物

が生育している (寺井,2007;島田ら,2008)｡

しかし,1960年代以降のエネルギー革命や肥料革命,また菌床によるシイタケ生産の増加な

どから,バイオマス資源としてのコナラ二次林の利用価値が低下し,その多くで林分管理が停

止された (鎌田 ･中越,1990;斉蕗ら,2003)｡林分管理の停止に伴う遷移により,人為撹乱

体制下で生育していた林床植物種が衰退 ･消失する (日本自然保護協会,2001)｡林分管理停

亘に伴う遷移により林床植物の種数が減少した事例は,常緑広葉樹が原植生である関東地方で

数多く報告されている (守山,1988;深田 ･亀山,2003;東 ･小林,2003;斉蕗ら,2003;島

田ら,2008)｡しかし,落葉広葉樹が原植生である東北地方での調査事例は見あたらない｡ま

た,我が国において,コナラ二次林への林分管理の停止が顕在化したのは1960年代以降である

ため,50年以上の長期にわたって林分管理が停止されたコナラ二次林の植物相を調査した事例

はほとんど存在しないと考えられる｡
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本研究では,90年以上にわたり林分管理が停止されている,岩手県内のコナラ二次林1林分

の植物相を調査し,約29年前に岡林分で実施された植物相データ (戸沢 ･赤坂,1978)と比較

することで,この間の植物相動態を推定することを目的とする｡

Il.調査地と方法

1.調査地

本研究の調査地は,岩手県滝沢村に所在する岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス

教育センター滝沢演習林内にある｡滝沢演習林の標高210m地点における気象観測資料 (1983

-2003年)によれば,年平均気温9.2℃,暖かさの指数76.7,年平均降水量1,219mmである｡最

深積雪深は40cm程度であり,少雪地域に相当する｡調査対象のコナラ高齢保護林は,1913年

の演習林創設以来,林分管理を停止して保護されてきた二次林である (以下,不伐林分とする)0

不伐林分の面積は4.21haであり,林齢は,森林調査簿から110年前後と推定される｡

不伐林分では,1977年頃に植物相が調査されている (戸沢 ･赤坂,1978)｡ただし,｢中間報
告｣(戸沢 ･赤坂,1978)と記されている上に,調査方法の記述があいまいである｡調査範囲.

を ｢道路から西側の部分｣(戸沢 ･赤坂,1978)と記していることから,おそらく3.18haの範

囲のみを調査したようである｡しかし,3.18haすべてを調査したのかは明確でない｡少なくと

ち,現在,スズタケ群落が形成されている,道路から東側の1.03haを調査していない｡また,

調査期間や調査頻度も不明確であり,後述するように,当時見落としたと思われる大きな樹木

も数種存在する｡このため,2006年における侵入種の種数は過大推定,消失種の種数は過小推

定されている可能性がある｡

2.調査方法

2006年の春から秋にかけて,頻繁に不伐林分内を踏査し,生息が確認された維管束植物種を

すべて記録し,目録を作成した｡ただし,種の同定が困難であった種については,日録から除

外した｡同定にあたっては各種植物図鑑 (佐竹ら,1982a,1982b,1982C;佐竹ら,1989a,

1989b;光田,1986;阿部,1988,1996;高橋 ･勝山,2000a,2000b,2001;勝山,2005)を

参照した｡

3.解析方法

1977年当時の植物相 (戸沢 ･赤坂,1978)と比較し,29年間での種の侵入 ･消失を調べた｡

戸沢 ･赤坂 (1978)に記載のなかった植物種を ｢侵入種｣,記載はあったが2006年に確認でき

なかった植物種を ｢消失種｣と定義した｡先述のとおり,侵入種の種数には過大推定,消失種

の種数には過小推定の可能性があるので,植物相動態の解釈に際しては注意されたい｡

2006年に確認した,シダ植物を除く全権物種,侵入種,消失種を繁殖型で区分した｡繁殖型

については,散布のための仕掛けと散布動因に基づく ｢沼田真の繁殖型｣(伊藤,1977)を採
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用した｡すなわち,種子散布型として,風 ･水散布型,動物散布型,自動散布型,重力散布型

の4種類,および種子を作らずに栄養繁殖する型 (栄養繁殖型)の計5種類に区分した｡

表- 1 不伐林分における侵入種
科 ･種 名 繁殖型'

イチイ イチイ 動物
スギ スギ 水 ･風
イネ ホガエリガヤ 動物

コウヤザサ 動物
ヤマカモジグサ 動物
ヒロハノハネガヤ 動物

カヤツリグサ ヒメシラスゲ 水 ･風
ニッコウハリスゲ 水 ･風

ユリ オオチゴユリ 動物
ナルコユリ 動物
ワニグチソウ 動物
タチシオデ 動物
オオウバユリ 水 ･風
バイケイソウ 重カ
ヤマジノホトトギス 重力
トウギボウシ 重力
ゼンテイカ 重力
マイゾルソウ 動物

ヒガンバナ キツネノカミソリ 重力

科 種 名
マメ イヌエンジュ

ヤブハギ
カタバミ カタバミ
カエデ ヒトツバカエデ

ハウチワカエデ
ミツデカエデ
コミネカエデ
オオモミジ

タロウメモドキ ケンボナシ
スミレ タチッボスミレ

エゾノタチッボスミ
ニヨイスミレ
ヒナスミレ
アケボノスミレ

ウコギ コシアブラ
セリ ヤブニンジン

ミツバ
ミズキ アオキ
イラクサ ウワバミソウ

ヤマノイモ ウチワドコロ 水 ･風 ヤ ドリギ ヤ ドリギ

クモキリソウ 水 ･風 サクラソウ オカトラノオ
オニノヤガラ 水 ･風 リンドウ フデリンドウ
アオテンマ 水 ･風
ヒトッポクロ 水 ･風
トンボソウ 水 ･風

ドクダミ ドクダミ 重力
ボタン ベニバナヤマシャクヤク 重カ
ニレ ハルニレ 水 ･風
タデ ミズヒキ 水 ･風
ヒエ イノコヅチ 動物
キンポウゲ ウマノアシガタ 重力

アズマイチゲ
キクザキイチゲ
ヤマオダマキ
ヤマトリカブト

モクレン ユリノキ
アブラナ タネツケバナ

ワサビ
バラ ヤマブヰ

ズミ
オオウラジロノキ
サナギイチゴ
ヒメヘビイチゴ

ツルリンドウ
ガガイモ オオカモメゾル
オオバコ オオバコ
アカネ アカネ

ヤエムグラ
クマツゾラ クサギ
シソ イヌ トウバナ
ゴマノハグサ クガイ ソウ
キク フキ

動物 ハルジオン
動物 -ダキハヒメアザミ
重力 ゴマナ
重力 ヒヨドリバナ
水 ･風 アキノキリンソウ
自動 センボンヤリ
重力 オシダ リョウメンシダ
動物 オシダ
動物 ジュウモンジシダ
動物 ヒメシダ ミゾシダ
動物 イワテンダ サ トメシダ
動物

風
風
風
風
風

風

風
風
風
風
風
風
風

力
物
動

･
･

･
･
物
物
物
物
物
物
物
物
力
物
養
物
力
力
力
物

･
力
物
物
物
力
力

･
･

重
動
白
水
氷
水
水
水
動
動
動
動
動
動
動
動
重
動
栄
動
重
量
重
動
水
量
動
動
動
重
重
水
氷
水
水
水
氷
水

レ

*水 ･風,動物,自動,重力,栄養 は ,それぞれ水散布･風散布型,動物散布型,自動散布型,
重力散布型,栄養繁殖型である｡
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秦-2 不伐林分における消失種
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ユリ科 スズ異 名
ホウチヤクソウ

ヤマノイモ キクバ ドコロ
カバノキ シラカンパ
キンポウゲ クサボタン
バラ ミツバッチグリ

イワテヤマナシ
クマイチゴ
ナワシロイチゴ

マメ オオバクサフジ
カエデ ィタヤカエデ
セリ エソソ ヨロイグサ

∵

∴

∴

㍉

-

種名繁殖型*
レンゲツツジ重力

アケボノソウ重力

クルマバナ重力
オオカメノキ動物

ノコンギク水･風
ナンブアザミ 水 ･風
ノッポロガンクピソウ 水 ･風

イノモトソウ オウレンシダ
ワラビ

オシダ ミヤマシケシダ
ヒメシダ
ナライシダ

*水 ･風,動物,重力,栄養は,それぞれ水散布 ･風散布型,動物散布型,重力散布型,栄養
繁殖型である｡

日.結 果

1977年当時における不伐林分の植物相調査では,61科164種の植物種が記録された (戸沢 ･

赤坂1978)｡一万,2006年における仝植物種は,77科227種であった (付録)｡侵入種は87種

(秦-1),消失種は24種 (衣-2)となった｡

2006年における,シダ植物を除く仝植物種の繁殖型別割合は,風 .水散布型23.5%,動物散

布型53.4%,自動散布型0.9%,重力散布型20.7%,栄養繁殖型0.5%であった｡

2006年における,シダ植物を除く侵入種の繁殖型別割合は,風 ･水散布型33,3%,動物散布

型38.5%,自動散布型2.6%,重力散布型24.4%,栄養繁殖型1.3%であった｡仝植物種の繁殖型

別割合との間に違いは認められなかった (x 2検定,p-0･126)｡

2006年における,シダ植物を除く消失種の繁殖型別割合は,風 ･水散布型35.1%,動物散布

型29.4%,自動散布型0%,重力散布型29.4%,栄養繁殖型5.9%であった｡

IV.考 察

侵入種のうち,木本であるハウチワカエデ,ヒトツバカエデ,コミネカエデ,ミツデカエデ

は,不伐林分内に少数しか確認されない上,目測による胸高直径もかなり大きかった｡このた

め,これらは,1977年当時の調査で記録漏れした種であると考えられる｡

不伐林分では,侵入種が顕著に多く,消失種は侵入種の3分の 1以下という結果であった

(表-1,表-2)｡侵入種には,カエデ類以外に1977年当時の調査で記録漏れした種や,1977

年の調査外区域にのみ生育する種が含まれる可能性はある｡しかし,1977年の調査外区域には

現在,密生したスズタケ群落が形成されている｡スズタケの被庄により,スズタケ群落内には

他の林床植物はほとんど生育していない｡このことから,1977年の調査外区域のみに生育する
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植物種はそれほど多くないと推察される｡加えて,消失種数に比べて,侵入種数が3倍以上多

い｡これらを踏まえれば,侵入種数の過大推定,消失種数の過小推定があったとしても,この

29年間で不伐林分の植物種数は増加したと考えられる｡

侵入種であるオオウバユリ,キツネノカミソリ,アズマイチゲ,キクザキイチゲは,不伐林

分に隣接する草地に個体群を形成していたことから,同草地から不伐林分内へ種子が供給され,

定着したと考えられる｡また,不伐林分の隣接林分の林縁を踏査すると,消失種であるノコン

ギク,ノッポロガンクピソウ,オオバクサフジなど数種の草本植物を確認できた｡これらのこ

とから,不伐林分の植物相は,侵入 ･消失により常に変動しており,今回の消失種の一部につ

いても,今後,移入する可能性があると考えられる｡

仝植物種と侵入種との繁殖型割合を比較したものの,違いは認められなかった｡このように,

本研究のデータから,侵入に有利な繁殖型を明確にできなかった｡植物は,種子による繁殖以

外にも栄養繁殖など複数の繁殖型を持っている｡そのため,1つの繁殖型で,各植物種の繁殖

特性を代表させるのは適切でなかったと考えられる｡植物相動態を解明するためには,侵入種,

消失種について,植物種ごとに繁殖特性を含めた生活史を調べる必要があろう｡

また,関東地方では,林分管理の停止に伴うアズマネザサの成長が林床植物の生育に悪影響

を与えると指摘されている (中静 ･飯田,1996)｡不伐林分では,オクミヤコザサ,クマイザ

サ,スズタケという3種のササ類が確認された｡オクミヤコザサ,クマイザサの2種は不伐林

分内に広く分布するものの,局所的な密度は低かった｡このため,これら2種のササ類が他の

植物を強く被庄しているとは考えにくい｡一方,スズタケの分布域は他のササ類に比べて狭い

ちのの,分布域内のほぼ全面で密生しており,スズタケ群落内に他の林床植物はほとんど生育

していなかった｡このように,不伐林分では,スズタケの繁茂が林床植物の生育を強く抑制し

ていると考えられる｡今後は,オクミヤコザサ,クマイザサの密生を抑制する要因を明らかに

するとともに,スズタケの分布拡大の有無を把握することも重要である｡

本研究を遂行するにあたり,山本信次准教授をはじめとする滝沢演習林の職員各位には,調

査の便宜を囲って頂くとともに,多くの励ましの言葉を頂いた｡特に,菊池智久さんには不伐

林分内に生息する植物種や樹種分布に関する情報を提供して頂いた｡環境科学系の青井俊樹教

授には,植物種の同定方法についてご助言頂いた｡ここに,記して深く感謝申し上げます｡
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谷社,東京.
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山中二男 (1979)日本の森林植生 補訂版.223pp,築地書館,東京.

要 旨

90年以上にわたり林分管理が停止されている,岩手県内のコナラ二次林1林分の植物相を調

査し,約29年前に岡林分で実施された植物相データと比較することで,この間の植物相動態を

推定した｡対象林分の面積は4.21haである｡2006年における全植物種は,77科227種であった｡

侵入種は87種,消失種は24種となった｡消失種数に比べて,侵入種数が3倍以上多いことから,

この29年間で不伐林分の植物種数は増加したと考えられる｡

Summary

TheflOraofanoldQuercusserrataforestreserve,withanareaof4.12haandlocatedin

lwatePrefecture,northernJapan,wasinvestigated.Theforesthadbeenundisturbedby

silviculturaltreatment,includingweedingandcutting,forover90years.Theobjectiveof

thisstudywastoestimatethedynamicsoftheflorabycomparisonswiththeflorare-

cordedin1977and2006.Theforesthadatotalof227plantspeciesin2006.Compared

with1977,therewere87speciesofnewlycolonizedplants;24specieshaddisappeared.

Thus,thenumberofforestplantspecieshadprobablyincreasedduringtheintervening

29years,sincethenumberofnewlycolonizedplantswasmorethanthreetimeshigher

thanthenumberofplantsthathaddisappeared.
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付録 不伐林分の植物目録 (2006年)

草本 (種子植物)の科名と学名については,佐竹義姉らの ｢日本の野生植物 草本 Ⅰ,草本

Ⅱ,草本Ⅲ｣(平凡社)にしたがった｡

木本の科名と学名については,北村四郎 ･村田源の ｢原色日本植物図鑑 木本編 Ⅰ,木本編

Ⅱ｣(保育社)にしたがった｡

シダ植物の科名と学名については,web上に公開された ｢FloraofJapan｣(http://foj.C.u-

tokyo.ac.jp/gbit/ja/)にしたがった｡

SPERMATOPHYTA 種子植物門

ANGIOSPERMAE 被子植物亜門

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物綱

LmIACEAE ユリ科

TricyrtisaBinisMakino

VeratrumalbumL.subsp.oxysepalumHulten

veratrummaackiiRegelvar.pan,lj7orum (Miq.)HaraetMizushima

HemerocallisdumortieriMorr.var.esculenta(Koidz.)Kitam.

HostaSieboldiana(Lodd.)Engler

Hostaalb0-marginata(Hook)Ohwi

ETythroniumjaponicumDecne.

cardiocrinumcordatumvar.glehnii(Fr.Schm.)Hara

LiliummedeoloidesA.Gray

AsparagusschoberioidesKunth

TrilliumtschonoskiiMaxim.

PolygonatumlasianthumMaxim.

PolygonatumfalcatumA.Gray

polygonatuminvolucratum (Franch.etSavat.)Maxim.

Maianthemumdilatatum (Wood)Nets.etMacbr.

DisporumsimilacinumA.Gray

Disporumviridescens(Maxim.)Nakai

SmilacinajaponicaA.Gray

smilaxripariaA.DC.var.ussuriensis(Regel)HaraetT.Koyama

ヤマジノホトトギス

バイケイソウ

アオヤギソウ

ゼンテイカ

トウギボウシ

コバノギボウシ

カタクリ

オオウバユリ

クルマユリ

キジカクシ

シロバナエンレイソウ

ミヤマナルコユリ

ナルコユリ

ワニグチソウ

マイヅルソウ

チゴユリ

オオチゴユリ

ユキザサ

シオデ
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SmilaxnipponicaMiq.

SmilaxchinaL

SmilaxSieboldiiMiq,

AMARYLLIDACEAE ヒガンバナ料

LycorissangulneaMaxim.

DIOSCOREACEAE ヤマノイモ秤

DioscoreatokoroMakino

DioscoreanipponicaMakino

POACEAE イネ科

oplismenusundulatlfolius(Arduino)RoemeretSchultes

DiarrhenajaponicaFranch.etSavat.

B'ylkiniacaudate(Munro)Fr.Schm.

MelicanutansL.

BrachyelytrumjaponicumHack.

Brachypodiumsylvaticum (Huds.)Beauv.

StipacoreanaHondavar.kengiiOhwi

sasasenanensis(Fr.etSav.)Rehder

SasaseptentrionalisMakino

sasamorphaborealis(Hack.)Nakai

ARACEAE サ トイモ科

A,isaemasi,,atum (Thunb.)Sch.tt

Symplocarpusm'pponicusMakino

CYPERACEAE カヤツリグサ科

CarexmolliculaBoott.

CarexルItaFranch.

CarexlanceolataBoott

CarexbreviculmisR.Br.

ORCHIDACEAE ラン科

Tulotisussuriensis(Regel)Hara

GastrodiaelataBlume

GastrodiaelataBlumeformaviridisMakino

CephalantheralongibracteataBlume

Tl'pulariajaponicaMatsum.

LllpariskumokiriF.Maek.

タチシオデ

サルトリイバラ

ヤマカシュウ

キツネノカミソリ

オニドコロ

ウチワドコロ

チヂミザサ

タツノヒゲ

ホガエリガヤ

コメガヤ

コウヤザサ

ヤマカモジグサ

ヒロハノハネガヤ

クマイザサ

オクミヤコザサ

スズタケ

マムシグサ

ヒメザゼンソウ

ヒメシラスゲ

ニッコウハリスゲ

ヒカゲスゲ

アオスゲ

トンボソウ

オニノヤガラ

アオテンマ

ササバギンラン

ヒトッポクロ

クモキリソウ
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CalanthediscolorLindL

CalanthetricarinataLindl.

cymbidiumgoeringii(Reichb.Bl.)Reichb.Bl.

ANGIOSPERMAE 被子植物亜門

DICOTYLEDONEAE 双子葉植物柄

CHORIPETALAE 離弁花亜綱

MORACEAE クワ科

MorusaustralisPoiret

URTICACEAE イラクサ科

ElatostemaumbellatumBlumevar.majusMaxim.

POLYGONACEAE タデ科

Antenoronjillfonne(Thumb.)RobertyetVautier

ReynoutriajaponicaHoutt.

CARYOPHYLLACEAE ナデシコ秤

LychnismiquelinaRohrb.ノ

AMARANTHACEAE ヒエ科

AchyranthesbidentataBlumevar.Japonica

LAURACEAE クスノキ科

LinderaumbellataThunb.var.membranacea(Maxim.)Momiyama

RANtJNCULACEAE キンポウゲ料

CimicIPLgaSimplexWormsk.

CimicIPLgaaCerina(Sieb.etZucc.)C.Tanaka

AconitumjaponicumThunb.var.montanumNakai

Anemonepseudo-altaicaHara

AnemoneraddeanaRegel

ClematisapilfoliaDC.

RanunculusjaponicusThunb.

AquilegiabuergerianaSieb.etZucc.

ThalictrumminusL.var.hypoleucum

BERBERIDACEAE メギ科

EpimediumkoreanumNakai

BerberisthunbergiiDC.

岩大演報 40 (2009)

エビネ

サルメンエビネ

シュンラン

ヤマグワ

ウワバミソウ

ミズヒキ

イタドリ

フシグロセンノウ

イノコヅチ

オオバクロモジ

サラシナショウマ

オオバショウマ

ヤマ トリカブト

キクザキイチゲ

アズマイチゲ

ボタンゾル

ウマノアシガタ

ヤマオダマキ

アキカラマツ

キバナイカリソウ

メギ ー



岩手県内のコナラ高齢保護林における植物相-1977年と2006年の比較- 95

SAtJRURACEAE ドクダミ科

HouttuyniacordataThunb.

CHLORANTHACEAE センリョウ料

chloranthusserratus(Thunb.)Roem.etSchult.

ChloranthusjaponicusSieb.

PAEONIACEAE ボタン科

PaeoniaobovataMaxim.

CRUCIFERAE アブラナ科

CaTdaminejlexuosaWith.

wasabiajaponica(Miq.)Matsum.

SAXIFRAGACEAE ユキノシタ料

Astilbethunbergii(Sieb.etZucc.)Miq.var.thunbergii

ROSACEAE バラ科

RubuspungensCamb.var.Oldhami(Miquel)Maxim.

RubuspalmatusThunbergexMurray

PotentillacentigranaMaxim.

Agrimoniapilosaledeb.var.japonica(Miq.)Nakai

ドクダミ

フタリシズカ

ヒトリシズカ

ベニバナヤマシャクヤク

タネツケバナ

ワサビ

アカショウマ

サナギイチゴ

モミジイチゴ

ヒメヘビイチゴ

キンミズヒキ

prunusspachiana(LavalleeexH.Otto)Kitamurai.ascendens(Makino)Kitamura

PrunusleveilleanaKoehne

PrunusbuergerianaMiquel

PrunusgrayanaMaxim.

pourthiaeavillosaDecaisnevar.laevis(Thunb.)Stapf

sorbusalmfolia(Sieb.etZucc.)C.Koch

Malustringo(Sieb.)Sieb.exVriese

Malustschonoskii(Maxim.)C.K.Schneider

Rosamultlj70raThunberg.

Kerriajaponica(L.)DC.

stephanandraincisa(Thumb.)zabel

エドヒガン

カスミザクラ

イヌザクラ

ウワミズザクラ

カマツカ

アズキナシ

ズミ

オオウラジロノキ

ノイバラ

ヤマブキ

コゴメウツギ

LEGUMINOSAE マメ科

DesmodiumpodocarpumDC.subsp.oxyphyllumvar.mandshuricumMaxim..

ヤブハギ

wisteriajioribunda(Willd.)DC. フジ

MaackiaamurensisRupr.etMaxim.subsp.Buergeri(Maxim.)Kitamura イヌエンジュ
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0ⅩALIDACEAE カタバミ科

OxaliscomiculataL.

EUPHORBIACEAE トウダイグサ料

EuphorbiapekinensisRupr.

RtTTACEAE ミカン科

2hnthoxylumpiperitum (L.)DC.
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カタバミ

タカトウダイ

サンショウ

VITACEAE ブドウ科

Ampelopsisbrevipedunculata(Maxim.)Trautv.va.r.heterophylla(Thumb.)Hara

ノブドウ

Vitisj7exuosaThunb.

VitiscoignetiaePuuiat

parthenocissustricuspidata(Sieb.etZucc.)Planch.

VIOLACEAE スミレ科

ViolahirtipesS.Moore

ViolatakedanaMakino

ViolarossiiHemsl.

ViolaacuminataLedeb.

ViolakusanoanaMakino

Violag17POCeraSA.Gray

ViolaglyPOCeraSA.Gray∀ar.PubescensNakai

ViolaverecundaA.Gray

ViolamirabilisL.var.subglabraLedeb.

CORNACEAE ミズキ科

Helwingiajaponica(Thunb.)F.G.Dietr.

AucubajaponicaThunb.

CornuscontroversaHemsley

ComuskousaBuefgereXHance

ARALIACEAE ウコギ科

Araliaelata(Miq.)seemann

Kalopanaxseptemlobus(Thunb.exMurray)Koidzumi

Acanthopanaxspinosus(L.i.)Miq.

AcanthopanaxsciadophylloidesFr.etSav.

UMBELLIFERAE セリ科

SaniculachinensisBunge

サンカクゾル

ヤマブドウ

ツタ

サクラスミレ

ヒナスミレ

アケボノスミレ

エゾノタチッボスミレ

オオタチッボスミレ

タチッボスミレ

ケタチッボスミレ

ニヨイスミレ

イブキスミレ

ハナイカダ

アオキ

ミズキ

ヤマボウシ

タラノキ

ハリギリ

ヤマウコギ

コシアブラ

ウマノミツバ
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osmorhizaaristata(Thunb.)Rydb.

CTyPtOtaeniajaponicaHassk.

spuriopimpinellacalycina(Maxim.)Kitag.

STACHYtJRACEAE キブシ料

StachyuruspraecoxSieb.etZucc.

ELAEAGNACEAE グミ科

ElaeagnusumbellataThunb.exMurray

RHAMNACEAE クロウメモドキ料

Hovem.adulcisThunb.

BerchemiaracemosaSieb.etZucc.

RhamnusjaponicaMaxim.∀ar.japonica

STAPHYLEACEAE ミツバウツギ科

StaphyleabumaldaDC.
CELASTRACEAE ニシキギ科

CelastrusorbiculatusThunb.

Euonymusalatus(Thunb.exMurray)Sieb.

Euonymusfortunei(Turcz.)Hand,Mazz.

Euonymussieboldianus,Blume.

EuonymusoxyphyllusMiq.

AQUIFOLIACEAE モチノキ科

IlexmacropodaMiq.

IlexcrenataThunb.var.paludosa(Nakai)Hara

SABIACEAE アワブキ科

MeliosmamyrianthaSieb.etZucc.

ACERACEAE カエデ科

Acercisslfolium (Sieb.etZucc.)K.Koch. ミツデカエデ

AcerjaponicumThumb.

AcerpalmatumThunb.exMurraysubsp.amoenum (Carr.)Hara

AcerpalmatumThunb.exMurrayvar.matsumuraeKoidz.

AcerginnalaMaxim.

ALCerdistylumSieb.etZucc.

AcerrujinerveSieb.etZucc.

AcermicranthumSieb.etZucc.

ヤブニンジン

ミツバ

カノツメソウ

キブシ

アキグミ

ケンポナシ

クマヤナギ

エゾクロウメモドキ

ミソバウツギ

ツルウメモドキ

ニシキギ

ツルマサキ

マユミ

ツリバナ

アオハダ

ハイイヌツゲ

アワブキ

ハウチワカエデ

オオモミジ

ヤマモミジ

カラコギカエデ

ヒトソバカエデ

ウリハダカエデ

コミネカエデ
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ANACARDIACEAE ウルシ科

RhusambiguaLavalleeexDippel

RhustrichocarpaMiquel

SIMAROtTBACEAE ニガキ科

picrasmaquassioides(D.Don)Benn.

ACTINIDIACEAE マタタビ科

Actinidiaarguta(Sieb.etZucc.)Planchon.exMiquel

LARDIZABALACEAE アケビ科

Akebiatrlfoliata(Thunb.)Koid左umi

Akebiaquinata(Houtt.)Decne.

SCHISANDRACEAE マップサ秤

Schisandrarepanda(Sieb.etZucc.)Radlk.

MAGNOLIACEAE モクレン科

LiriodendrontuliplferaL.

MagnoliaobovataThunb.

Magnoliaborealis(Sargent)Kudovar.borealis

LORANTHACEAE ヤドリギ科
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ツタウルシ

ヤマウルシ

ニガキ

サルナシ

ミツバアケビ

アケビ

マップサ

ユリノキ

ホオノキ

キタコブシ

ViscumalbumL.var.rubro-awantiacumMakinoi.lutescens(Makino)Hara

ヤドリギ

ULMACEAE ニレ科

CelticjessoensisKoidzumi

zelkovaserrata(Thunb.)Makino

UlmusdavidianiaPlanchonvar.japonica(Rehder)Nakai

FAGACEAE ブナ科

QuercusdentataThunbergexMurray

QuercusmongolicaFischerexTurcz.var.crispula(Bl.)Ohashi

Quercusserl･ataMurray

CastaneacrenataSieb.etZucc.

BETULACEAE カバノキ科

Alnusjaponica(Thunb.)Steud.

CoTylusheterophyllaFischerC.heterophyllavar.thunbergiiBl.

CoTylussieboldianaBlume

JtJGLANDACEAE クルミ科

JuglansmandshuricaMaxim.subsp.sieboldiana(Maxim.)Kitamura

エゾエノキ

ケヤキ

ハルニレ

カシワ

ミズナラ

コナラ

クリ

ハンノキ

-ハシバミ

ツノハシノキミ

オニグルミ
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ANGIOSPERMAE 被子植物亜門

DICOTYLEDONEAE 双子葉植物網

SYMPETALAE 合弁花亜綱

PYROLACEAE イチヤクソウ科

PyrolajaponicaKlenze

Monotropastrumhumile(D.Don)Hara

ERICACEAE ツツジ科

VacciniumoldhamiiMiquel

PRIMULACEAE サクラソウ科

LysimachialeucanthaMiq.

PrimulasieboldiiE.Morr.

GENTIANACEAE リンドウ科

Tripterospennumjaponicum (Sieb.etZucc.)Maxim.

GeniianazollingeriFawcett

ASCLEPIADACEAE ガガイモ科

TylophoraaristolochioidesMiq.

RUBIACEAE アカネ科

Rubiaargyi(Lev.)Hara

GaliumapuriumL.var.echinospem10n(Wallr.)Hayek

BORAGINACEAE ムラサキ科

OmphalodeskrameriFranch.etSavat.

VERBENACEAE クマツゾラ科

CallicarpajaponicaThumb.

ClerodendrumtrichotomumThunb.

LABIATAE シソ科

TeucriumjaponicumHoutt.

Rabdosiainj7exa(Thunb.)Hara

clinopodiummicranthum (Regel)Hara

SOLANACEAE ナス科

physaliastrumjaponicum (FischeretSavat.)Honda

SCROPHULARIACEAE ゴマノハグサ科

veronicastrumsibiricumPennellsubsp.japonicum (Nakai)Yamazaki

PHRYMACEAE ハエドクソウ科

PhtymaleptostachyaL.∀ar.asiaticaHara

イチヤクソウ

ギン リョウソウ

ナツハゼ

オカトラノオ

サクラソウ

ツルリンドウ

フデリンドウ

オオカモメゾル

アカネ

ヤエムグラ

ルリソウ

ムラサキシキブ

クサギ

ニガクサ

ヤマハッカ

イヌトウバナ

イガホオヅキ

クガイ ソウ

ハエドクソウ
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PLANTAGINACEAE オオバコ秤

PlantagoasiaticaL

CAPRIFOLIACEAE スイカズラ科

LoniceragracilipesMiquel

VibumumdilatatumThunb.

ViburnumwrightiiMiquel

viburnumopulusL.var.Sargentii(Koehne)Takeda

sambucusracemosaL.subsp.Siboldiana(Miquel)Hara

CAMPANULACEAE キキョウ科

Adenophoratriphylla(Thumb.)A.DC.var.japonica(Regel)Hara

CAMPOSITAE キク科

ArtemisiakeiskeanaMiq.

CacaliadelphinilfoliaSieb.etZucc.

CacaliahastataL.subsp.orientalisKitam.

syneilesispalmata(Thumb.)Maxim.

AdenocaulonhimalaicumEdgew.

petasitesjaponicus(Sieb.etZucc.)Maxim.

ErigeronphiladelphicusL.

AsterscaberThumb.

AsterglehniFr.Schm.var.hondoensisKitam.

SolidagovirgaureaL.subsp.asiaticaKitam.

CaTPeSiumglossophyllumMaxim.

Leibnitziaanandria(L.)Turcz.

EupatoriumchinenseL

CirsiumamplexlfoliumKitam.

SaussureasugimutTaeHonda

serratulacoronataL.subsp.insularis(Iljin)Kitam.

AtractylodesjaponicaKoidz.exKitam.

Youngiadenticulatea(Houttuyn)Kitam.

LactucaraddeanaMaxim.var.elata(Hemsl.)Kitam.

Ixerisdentata(Thumb.)Nakai

OLEACEAE モクセイ科

LigustrumtschonoskiiDecne.

FraxinussieboldianaBlume
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オオバコ

ウグイスカグラ

ガマズミ

ミヤマガマズミ

カンボク

ニワトコ

ツリガネニンジン

イヌヨモギ

モミジガサ

ヨブスマソウ

ヤプレガサ

ノブキ

フキ

ハルジオン

シラヤマギク

ゴマナ

アキノキリンソウ

サジガンクピソウ

センボンヤリ

ヒヨドリバナ

ダキバヒメアザミ

ナンフナトウヒレン

タムラソウ

オケラ

ヤクシソウ

ヤマニガナ

ニガナ

ミヤマイボタ

マルバアオダモ
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SYMPLOCACEAE ハイノキ科

symplocoschinensis(Lour.)Drucevar.leucocarpa(Nakai)Ohwii.pilosa(Nakai)Ohwi

サワフタギ

STYRACACEAE エゴノキ科

StyraxjaponicaSieb.etZucc.

StyraxobassiaSieb.etZucc.

GYMNOSPERMAE 裸子植物亜門

CONIFEROPHYTA マツ綱

CRYPTOMERIACEAE スギ科

C"tomeriajap?nica(L.i.)D･Don
PINACEAE マツ科

PinusdensljloraSieb.etZucc.

TAXACEAE イチイ科

TMuscuspidataSieb.etZucc.

エゴノキ

ハクウンボク

PTERIDOPHYTA シダ植物門

OPHIOGLOSSACEAE ハナヤスリ科

BotTyChiummultljidumS.G.Gmel.Rupr.var.obustumRupr.exMildeC.Chr.

エゾフユノハナワラビ

OSMtTNDACEAE ゼンマイ科

OsmundacinnamomeaL.

OsmundajaponicaThunb.

THELYPTERIDACEAE ヒメシダ科

StegnogrammapozoiLag.K.Iwats.

DRYOPTERIDACEAE オシダ秤

ArachniodesstandishiiT.MooreOhwi

DryopteriscrassirhizomaNakai

PolystichumtripteronKunzeCPresl

｢Ⅳ00DSIACEAE イワデンダ科

AthyriumdeltoidoPonsMakino

ヤマ ドリゼンマイ

ゼンマイ

ミゾシダ

リョウメンシダ

オシダ

ジュウモンジシダ

サ トメシダ




